


奈良は、平城遷都当時から「奈良」?

斜行大溝を埋め立てた土から、 I奈良京Jと書か

れた木簡が出土しました。閉じ場所からは、皇制下

表記が平城遷都 (710年)直後にまで遡ることがわ

かりました。

再利用された大型木簡

奈良時代後半の井戸跡では、底に置かれた木の
まげもの

容器(曲物)や井戸枠が抜き取られずに残っていま

した。井戸枠のうち1枚には、下級役人約40人の

名前や官職、位階が記されていました。役所の構
れ菅み..う

成員一覧を掲示した名簿(歴名)が、井戸枠に転用

された珍しい例です。

奈良時代後半の井戸跡(北から)

裏 表約90cm四方深さ約1.7m程度が残っていま

した。井戸枠は3枚霊nになっており、再利用

された木簡は真ん中にはさまっていました。
f奈良京jと書かれた木簡

井戸枠に再利用された木簡

豊で書かれた文字が白〈抜けた状態でみっか

りました。実物の大きさは、なんと約120αnl

(写真は原寸の約25%)

平城京(のある役所)から藤原京(のある役所)

に、 f平散J(薬?)を持参する雑用役の逃亡を

創建時の基壇(写真ょが北)

西階段と基壇版築の断面(北西から)

つ古ぼう

磁石据付穴の突棒痕跡(北束力、ら)

副担輔の瞳E綴伺穴

祭園経唖百lIiI伺"'(1町

. 組問時均出主也掴

創建時の基壇と版築(北西から撮影)

1300年間、変わらない基壇と心礎
ゃくしし

園宝薬師寺東塔は、薬師寺が平城京へ移されたあとに

建てられた奈良時代の建物です。三重塔でありながら各層
も ζ し

に裳階がめぐる構造は、 日本では他に例をみません。

東I苔では、 2009年7月から保存修理事業に着手しまし
苦だん

た。その一環として、基壇全面とその周辺の発掘調査を奈

良県立檀原考古学研究所と合同でおこないました。

発掘調査を通じて、塔の基壇(土台部分)が創建以来三

度にわたって改修されていたことが判明しました。古い基壇

を埋め、外側に誌張するように改修されたため、創建時の

基壇が良好な状態で‘残っていました。基壇の外側からは、

創建時の階段もみっかりました。

基壇には、 土を棒で突き固めながら何層にも積み重ねて
はんちく

ゆく版築という工法が用いられています。丁寧につくられて

いたため、塔は1300年も保たれたのかもしれません。
そ せき しんそ

また、心柱の礎石(心礎)が据え付け直された痕跡は認

められず、創建時のまま動いていないと考えられます。



出土した和間関弥(原寸大)
ほリζみぢ fょう

地表簡を掘りくぽめておこなった地盤改良(掘込地業)の部分や礎石の
わどうかいちん ち〈せい

据イサ穴から、手日間関弥カずみっかりました。基壇築成の進捗状況に応じ

て、何回か地銀供養がおこなわれたようです。

お供え物としてのお金

ピIVや家を建てるとき、工事に先立って「儀式J;が

おこなわれているのをご存知でしょうか。古来より、神

織を怒らせると、災いが起きると考えられてきました。

そのため、土地を織ったり建物を建てたりする前には

儀式をおこない、工事の安全と建物の長い安泰を

祈ったのて'寸。この儀式は「地鎮jといい、古代から

現名手て途切れることな〈続いていま寸(コラム{屋

内で発掘調資?Jを参照)。平城京では、和銅元年
げんめい みζtI/)I)

(708) 2月に元明天皇が遷都の詔を発すると、 12
しず まつ

月にf平城宮の地を鎮め祭jりました。

平城京の発栂調査では、宅地だけでな〈、寺院

の基壇土内にも物品を忽めた痕跡がみつかってい
しゅみだん

ます。 寺院の建物の基i車、仏像を安置する須~1"壇

を鎮めるために、仏教的な作法にしたがっておこな
ちんだん

われる儀式を{鎮壇jといい、宅地等て'おこなわれる

「地鎮jとは区別されてV'l寸。お金や水晶、穀物な

どを容器に入れ、お供え物として埋めていました。

今回の展示でご紹介寸る薬師寺東塔出土利向

1荊称は、容器に入れられていませんでした。お供え

物は基壇の土中に直接埋めることがあります。ぞれ

まで、広〈流通した銭貨を朋いた鎮境の事例は奈良

時代後半以降に限られていると考え られてきました

が、今回碓認できた薬師寺東塔の事例は、塔の建

立が天平2年(730)と伝わることから、最古の例と

考えられます。

地銀・鋲~nに周v、たJIllと利同朗紘

ζうふ〈 し

興福寺では 「興福寺境内整備基本構想J(1998年)に

基づき、寺観の復元・整備が進められています。これにと

もない、奈良文化財研究所では発掘調査を継続しておこ
~b'むろ きょうぞうしようろう

なっています。今回もその一環として、中室、経蔵、鐘楼を

対象として調査をおこないました。

興福寺では、中金堂と講堂の東・西・北側をコの字型

に僧房(僧侶が生活する建物)が取り囲み、東側の僧房

は「中室Jと呼ばれました。経蔵(お経を収蔵する建物)は

中金堂の北東に、鐘楼(鐘を吊り下げるための建物)t;j:
己んリゅう

北西に建てられました。中室・経蔵・鐘楼の建立年代は

明らかではありませんが、諸史料から、中金堂とその周辺

の建物と閉じア20年頃には完成していたと考えられます。

中室・経蔵全景(北から)

奈良時代から近代までの土器、陶磁器、瓦が多く出

土しました。中室の北端では、14世紀頃のもの と考えら

れるほぽ完形の奈良火鉢がみつかっています。
~ ~b\ もん

面には菊花文のスタンプが施されています。

がらん

伽藍配置図(・が今回の調査区)

明らかになフた建物の規模

発掘調査によって、中室・経蔵 ・鐘楼の長若ゃ暴議

を確認しました。特に中室・経蔵では創建当初の建物規

模が判明し、度重なる再建の際にもその位置や規模を

踏襲していたことがわかりました。

経蔵は、平城京の大寺院では初めて、基壇の全容を確

認することができました。鐘楼も経蔵と同じ建物規模だ、っ

たとみられます。中室は西室(西側の僧房)と建物規模は

ほぽ同じですが、柱の配置が異なることが明らかになりま

した。東西対称の位置にある僧房は、柱の配置も対称で

あるのが一般的です。なぜ興福寺では、中室と西室の柱

配置が異なっていたのでしょうか。

g、
奈良火鉢の出土状況



展示する調査地点

法華寺旧境内
[544・547次調査]

ほっけし ふむと

法華寺i立、もと藤原不比等の邸宅だった

地を尼寺としたもの。天平17年(745)の
ほっけ持つざいの てら

建立で、「法華滅罪之寺」とも。小面積

の調査で規模の大きな建物遺構の一部

を確認しました。

位外角

平減 Eヨ

強制 "

右京一条二j方田平・二条二坊ー坪・

一条南大路・西-坊大路

【530・546・560次調合]
奈良文化財研究所の旧庁舎下。平城京造

あきしの

営時における秋篠川のつけ替えや、一条南

大路の造成過程などが判明し、察記遺構も

みっかりました。井戸枠に再利用された大

きな木簡(1m超え 1)やf奈良京jと書かれ

た木簡も出土。

544次調査区全景(北から)

-噌..... 司・v ・

ヂ

/ 
547次調査区全景(北策から)

ぜん

547次調査で出土した噂(下面)

ヘラで「七条怖jと容かれていま
しゅみだん

す。仏像を安置する須弥壇に敷く

ときの番付と考えられています。

544次の調査区は、法華寺旧境内の北辺にあた

ります。奈良時代とみられる遺構には柱穴や柱列、

円形土坑があり、境内の端まで計画的に土地を利
うるしがみもんしょ

周していたようです。柱穴からは漆紙文書が発見さ
Sがv~，ょう

れました。周辺には漆を扱う現業部門が存在したの

かもしれません。

547次の調査区は、現法華寺本堂から約120m南

に位置します。奈良時代の掘立柱建物の跡がみつ
こんどう

かり、推定金堂の南に大型の建物があったことがわ

かりました。

いずれも小規模な発掘調査で、検出した遺構も部
品ひ と

分的です。今後も調査を積み重ねて、藤原不比等
こうみよう ζうけん

邸、光明皇太后や孝謙太上天皇の居住空間として

も利用されたこの土地の様相の解明を目指します。
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そこで、土坑自体を周りの土ごと切り取り、研究所

に運び込んで調査することにしたのです. 屋内でな

屋内で発掘調査?

みなさんは、 「発掘調査jというとどのような作業を

イ〆ージしますか?屋外て泥まみれ、地道に土を掘 七条);1富

八~人路

ら、o舎閥をかけて慎重に土器を取り上げることができ、

×線CTスキャンて"内部の様子を確認するなど、現場

では難しい作業もお乙なえます。

っている研究員の姿を想像寸る方も多いのではない

でしょうか.突は現場だけて刀〈、研究所内で「発掘

調査j寸ることもあるのです。2012年に朱雀門の衛

興福寺境内

【559次調査}
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薬師寺東塔
[536・554次調企}

~の結果、土器を綾寸ことなζ取り上げ、 詳細に

調査するニとができました.さらに、土器がどのように
vsん

埋められていたのカ吃詳し〈観祭寸ることで、地鎮Iz.

使われた土器を納めた土坑の可能性が高山と々

東(平城京左京三条一坊ー坪)でおこなった491次
どこう

調査では、多数の土器が埋まっている土坑(穴)を

発見しました. ところが、土器が寸て:'Iz.~ロボロになっ

ていたため、ぞの場で土器を取り上げて調査するこ
平城選都に伴い、藤原不比等が左京

三条七坊に移して現名に改めました。
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薬師寺は和銅3年(710)の平城選都

にともない、藤原京から平城京右京六

条二坊に移転。東塔は天平2年(730)
きだん

建立と伝えられています。創建時の基壇
しん そ

や階段、心礎などが確認されました。

えられました。とができませんて"した。
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庭内調査の風景土坑の検出状況
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